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1キログラムの生ごみが100グラムに漏量’

　市では、市民または市内に事業所を有する方を対象として、

家庭用生ごみ処理機器を購入された場合、購入価格の3分の2を

助成しています。

　補助額の上限は4万円で克助成申請に必要な書類は、①領収

書②保証書③印鑑④補助金振込先の金融機関の口座番号で古

ト

i欝鷲を簑識8鰺
　　　　　　　　すきもりすすむ
熊川にお住まいの杉森侑さんは、4年前から生ごみ処理機器

を使っています。そこで、使い勝手を伺ってみました。

Qいっから使用していますか

　　平成11年1月に市から購入補助A　　金3万円の助成をうけて購入し
　　ました。

Q融麟の管理は誰がしていますか

　　私と妻です。最初は2か月に1回くらいA　　バイオ菌を機械に入れ替えて処理して

　　いましたが、今は3ヶ月に1回くらいで
　　済みます。

Q臭いはどうですか

　　我が家の機械は臭いはA　　出ません。

杉森家の皆さんごみ減量に

　ご協力いただき本当に

ありがとうございます。

Q使ってみようと思った動機は何ですか

A　以前、家のそばにごみステーションが
　　あり、生ごみなどは臭いや鳥がつついた

　　り、掃除が大変で困っていましたので、

　妻の、発案で、生ごみ処理器で生ごみ
　を無くそうと思ったのです。

Q管理は大変ですか

A　いいえ、大したことはありません。
　ただ、放っておくと乾燥してしまいま
　すので、たまに少量の水（備付計量カップ

　　1～2杯）を補充するだけです。

Q生ごみはどのくらい減量されますか

A　家族3人ですが、毎日出る生ごみが3か
　　月に1回、指定袋の小袋に一つ半入れて

　出せる位に減量されます。園芸の堆肥
　にも使用できますが、燃やせるごみの
　　日に出しています。

▼≡ 　　　≡　　　・　　　　　　　　・　　’．　　　　　＝　　　，

戸別収集
12月30日（月）

　　まで

拠点回収
12月26日（木）

　　まで

し　　尿

12月27日（金）

　　まで

　受付は
20日（金）まで

1月6日（月）

　から

環境課清掃係

TEL551－1511㈹

粗大ごみ

12月27日（金）

　　まで

　受付は
24日（火）まで

1月6日（月）

　から

リサイクルセンター

TEL　552－1621
または

TEL　551－9150

※年始の収集初日は、ごみの量が大変多く、一日では

収集できない場合がありますので、何日かに分けて

　出すようご協力ください。

スプレー缶は中身を全て使い切って、できるだけ穴を開けて出してください！

資源の日に缶や金属と一緒にかごなどに入れて出してください。中身が入ったまま

リサイクルセンターで処理されると大変危険です。万一火災などが発生した場合、

ごみの処理がストップする恐れもあります。必ず中身を全て使い切って下さい。
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小学生の部（1年生～3年生）

小学生の部（4年生～6年生）

中学生の部

14点

137点

22点

芒　　：　’　　：

1　小学生の部

2　中学生の部

2席　北村　渉（第一小2年生）

1席　平田　誠（第一小4年生）

3席　片田雅樹（第四小4年生）

入選作品ポスターの部門
1

2

3

小学生の部（1年生～3年生）

1席　峰岸直央（第一小2年生）

2席　北村　渉（第一小2年生）

3席　森田圭彦（第一小1年生）

小学生の部（4年生～6年生）

1席　平田　誠（第一小4年生）

2席　青山智美（第四小4年生）

3席　片田雅樹（第四小4年生）

中学生の部

1席　渡邉　舞（第二中2年生）

2席　本岡沙彩（第二中1年生）

3席　青山礼美（第二中1年生）

　8点
326点

1席　峰岸直央（第一小2年生）

‘　＿　一　＿　■　＿　■

2席　青山智美（第四小4年生）
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　市では、ごみゼロ社会の実現を目指していますが、

福生市のごみ減量、資源リサイクルの推進とごみの不

法投棄防止に役立てたいと、7月に市内の児童、生徒

にごみの散乱防止と再資源化に関するポスター・標語

コンテストの参加を呼びかけました。その結果、たく

さんの小中学生から力作が寄せられました。

　9月19日に福生市廃棄物減量等推進委員（座長・小紫

宏、委員61名）の皆さんによる審査が行われ、次の作

品が入選しましたのでお知らせします。

1席　渡邉　舞（第二中2年生）

2席　本岡沙彩（第二中1年生）

3席　青山礼美（第二中1年生）

入選作品標語の部門
1　小学生の部

　　1席　中本　暁大（第二小3年生）

　　　　　紙パック　切って開いて　再生紙

　　2席　伊藤　香保（第四小6年生）

　　　　　ゴミ袋　減らすあなたの　知恵袋

　　3席　小池美菜子（第五小4年生）

　　　　　確かめよう！ゴミ出す前にrこれはゴミ？」

3　中学生の部

　　1席　川村亜里沙（第二中3年生）

　　　　　分別で　地球も心も　美しく
　　　　　（※関東甲信越静標語コンテスト入選）

2席　北野　祐奈（第二中2年生）

　　　分別は　新たな資源の　第一歩

3席　松崎　洋之（第二中1年生）

　　　リサイクル　地球の資源を　大切に
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ご入浴・スポーツ・お1食事…

やすらぎのひ己L曹を
お楽しみくだ書いρ

浴場施設」■■■■■■■■■■

：　　　　1こ、　，、

大　人
仲学生以上 700円 500円

福生市肩梅市

羽村市・瑞穂町

に在住の方

子　供
（小学生） 350円 250円

幼　児
（未就学児） 無料 無料

大　人
（中学生以上） 1，200円 800円

上記以外の方
子　供
（小学生） 600円 400円

幼　児
（未就学児） 無料 無料

〒205－0012東京都羽村市羽4225番地（西多摩衛生組合隣り）
電話042－570－2626　FAX　O42－570－2288　ホームページhttp：〃www．nishiei．or．　jp

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　騨
　内出町会（会長菅沼勝利）では、10月27日（日）に第16回町内親睦ミニ運

動会を熊川体育館を会場に開催しました。主婦の方々をはじめ、日頃、ご

み分別にはやや関心のうすいお父さん方がごみの分別ゲームに汗を流しま

した。なかなか難しいというのが実感のようです。

※プラスチックボトル、ペットボトルは指　ヤップ容器、バケツ、ハンガー、サンダル、

定された日時に。また、白色トレイ、発泡　子供のおもちゃなどのプラスチック製品は

スチロールは資源として指定された場所　燃やせないごみとして出してください。

（回収拠点）に出してください。プラスチッ

一▲纂辱剛鋤

ク製品は、燃やせるごみと燃やせないごみ

との分別がなかなかわかりにくいのです

が、クリーニング袋、ポリ袋、スポンジ、

たばこやお菓子の包装材、シート状緩衝

材、ラップなどは燃やせるごみとして出し

てください。

　カップラーメン、マヨネーズ容器、ケチ
▲内出町会運動会「分別ゲーム」の様子


